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 図一4.4重極結合定数の温度変化.
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 論文審査の結果の要旨
 本論文はZn金属内で核反応によって生じた69Ge核の389KeV状態がZn結晶内電場勾配
 Vzz及び外から加えた磁場Bと超微細相互作用を行う場合,ある特甥な磁場B無B,esにおいて,
 超微細相互作用によって分裂した核準位が交差するところで,核から放出されるガンマー線の
 角分布の非等方性が共鳴的振舞を示す,いわゆる核準位交差共鳴の実験的及び理論的研究であ
 る。
 本論文ではまず,核と核外電磁場との超微細相互作用について簡単な解説を行ない,ついで,
 VzzとBの方向が平行な場合(β二〇)におけるガンマ線摂動角分布の一般論を述べ,それに基
 づいて,Z葺単結晶内の69Geの389KeV準位の場合の交差共鳴点B=Bre,の値及びその振幅を予
 想している。ついで第3章において,69Ge(Zn)系で実験を行う上で予想されるいくつかの困難
 について考察し,その解決法を提示した。即ち,i)Zn(α,n)69Ge反応で生ずる69Geの389KeV
 準位がZn結晶内に放射線損傷で生じた格子空孔と結合するため,その準位のスピン整列状態
 が破壊されて共鳴が観測されなくなるので,ターゲットに小さなオーブンを取付け,約300。Cの
 温度にターゲットを保つことによりそれを防いだ,ii)Zn金属は蒸気圧が高く,実験中にター
 ゲットが蒸発してしまうのを防ぐため,ターゲット・チェンバー内を約0、1気圧のヘリウム・ガ
 スでみたした,iii)外揚によるα線ビームの偏向がγ線角分布をゆがめるので,ビームの偏向
 を打消すための装置を設けた。他方,市販のZn単結晶インゴットを用いて,放電カッターに
 よる切断,X線画析による方位決定,化学研摩による表面の調整をへて,満足すべきZn単結晶
 ターゲッ1・を作る手法を確立した。実験は20MeVα粒子ビームを用い,角度φ=0。,45。,90。,
 135。の4方向に4個のGe検出器を置き,G6ZR(α,慧)69Ge反応で出る389KeVγ線の角分布を,
 外場Bを変えて測定し,B二B,e,麗9i47±17Gにきれいな共鳴曲線を検出した。この共鳴幅
 P,。,二ig9±34Gは準位の寿命から計算される自然幅Fnat=230Gと良く一致しており,理想的
 な実験が行われたことを示している。またVzzと8が平行でない場合βニ5。についても実験を
 行ない,共鳴の形が大きくくずれることを見出し,これが摂動角分布の理論によって説明でき
 ることを示した。更に,この方法の応用として4重極相互作用周波数μQの温度依存性も測定し,
 この核準位交差法の有用性を例証している。
 ここで行われた核準位交差共鳴の研究は,これまで放射性同位元素の崩壊を利用した摂動角
 相関による実験が2例あるだけで,本例のようにインビーム摂動角分布法によるものとしては
 世界で最初であり,核準位交差法の広い応用へのいとぐちとなるもので,渋谷進が自立して研
 究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって,渋谷進提出
 の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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